
スギ大径材の集成材利用について

１　

は
じ
め
に

大
径
材
は
、
末
口
径
級
36
㎝
以
上
の
丸

太
と
い
わ
れ
て
お
り
（
林
業
改
良
普
及
双

書
№
１
７
９
よ
り
）、
そ
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、
う
ら
ご
け
に

よ
る
製
材
歩
留
ま
り
の
低
下
、
製
材
工
場

の
設
備
が
大
径
材
に
対
応
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ギ
大

径
材
の
利
用
方
法
と
し
て
、
全
国
の
試
験

研
究
機
関
で
は
、
大
径
材
か
ら
製
材
さ
れ

た
厚
板
の
利
用
や
製
材
し
た
板
材
を
積
層

接
着
す
る
合
わ
せ
梁
の
利
用
が
提
案
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岩
手
県
内
の
ス
ギ
材
の
主
な
用
途
は
、

合
板
や
集
成
材
用
の
板
材
を
含
む
製
材
品

で
す
が
、
そ
の
内
、
大
径
材
の
主
な
用
途

は
合
板
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
板
以
外
の

大
径
材
の
利
用
と
し
て
は
、
全
国
で
は
前

述
の
と
お
り
、
板
材
利
用
が
提
案
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
県
内
に
は
、
複
数
の
集
成

材
工
場
が
稼
働
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ギ
大
径
材
の
集
成

材
へ
の
利
用
を
目
的
に
調
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
県
内
ス
ギ
大
径
材
を
用
い
て
、

丸
太
及
び
そ
の
丸
太
か
ら
製
材
さ
れ
た
ラ

ミ
ナ
（
集
成
材
等
の
材
料
と
な
る
板
材
）

の
強
度
を
測
定
し
、
丸
太
の
強
度
と
ラ
ミ

ナ
の
強
度
分
布
の
関
係
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
得
ら
れ
た
ラ
ミ
ナ
で
製
造
さ
れ
る

集
成
材
の
強
度
等
級
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

２　

実
験
方
法

⑴　

丸
太
と
ラ
ミ
ナ
の
強
度
の
算
出

供
試
材
料
は
、
長
さ
４
m
、
末
口
径
37

～
48
㎝
の
岩
手
県
産
ス
ギ
丸
太
22
本
と
し

ま
し
た
。
丸
太
の
強
度
は
、
直
径
、
長
さ
、

重
量
、
木
口
を
ハ
ン
マ
ー
で
打
撃
し
た
と

き
に
生
じ
る
固
有
振
動
か
ら
算
出
し
ま
し

た
。
強
度
は
、
応
力
の
単
位
「
Pa
」
で
表

示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
丸
太
を
製
材
、
乾
燥
し
、
幅

１
１
０
㎜
×
厚
31
㎜
程
度
、
長
さ
２
m
の

ラ
ミ
ナ
６
８
４
枚
を
調
製
し
ま
し
た
。
ラ

ミ
ナ
の
強
度
は
、
中
央
に
一
定
の
荷
重
を

加
え
た
と
き
の
た
わ
み
量
を
測
定
し
、
算

出
し
ま
し
た
（
写
真
）。

写真　ラミナの強度の測定風景

ラ
ミ
ナ
は
、
集
成
材
の
日
本
農
林
規
格

（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
」
と
い
う
。）
に
準
拠
し
、

ラ
ミ
ナ
の
強
度
に
応
じ
て
区
分
（
以
下
「
Ｊ

Ａ
Ｓ
強
度
区
分
」
と
い
う
。）
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
強
度
区
分
で
は
、
例
え
ば
、
ラ
ミ

ナ
の
強
度
が
、
9.0
～
9.9 

GPa
で
あ
れ
ば
Ｌ
90

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

⑵　

ラ
ミ
ナ
利
用
率
の
試
算

県
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
ス
ギ
集
成
材

ス
ギ
大
径
材
の
集
成
材
利
用
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
強
度
以
上
の
ラ
ミ
ナ
４
枚
を

積
層
接
着
し
て
製
造
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

で
は
、
６
つ
の
強
度
等
級
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
Ｌ
60
以
上
の
ラ
ミ
ナ
４
枚

を
積
層
し
た
場
合
、「
Ｅ
55
－
Ｆ
２
２
５
」

と
表
示
さ
れ
、
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

強
度
の
高
い
集
成
材
で
あ
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、「
Ｅ
55
－

Ｆ
２
２
５
」
の
製
造
に
必
要
な
Ｌ
60
以
上

の
ラ
ミ
ナ
は
、
６
５
６
枚
あ
り
、
全
ラ
ミ

ナ
６
８
４
枚
中
の
割
合
を
「
Ｅ
55
－
Ｆ
２ 

２
５
」
の
ラ
ミ
ナ
利
用
率
と
し
ま
し
た
。

他
の
５
種
類
の
強
度
等
級
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
ラ
ミ
ナ
利
用
率
を
試
算
し
ま
し
た
。

３　

結
果

⑴　

丸
太
と
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布

図
１
に
示
す
と
お
り
、
丸
太
の
強
度
は
、

4.4
～
8.8 

GPa
の
範
囲
に
分
布
し
ま
し
た
が
、

比
較
的
強
度
の
高
い
丸
太
の
頻
度
が
高

く
、
分
布
の
ピ
ー
ク
は
7.1
～
8.0 

GPa
と
な
り

ま
し
た
。

図
２
に
示
す
と
お
り
、
ラ
ミ
ナ
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
強
度
区
分
は
、
Ｌ
30
～
Ｌ
１
３
０
ま
で

の
範
囲
に
分
布
し
、
分
布
し
た
範
囲
の
中

央
部
で
あ
る
Ｌ
80
、
Ｌ
90
に
ピ
ー
ク
を
持

つ
分
布
と
な
り
ま
し
た
。
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スギ大径材の集成材利用について

利
用
率
の
関
係
を
示
し
ま
す
。
ラ
ミ
ナ
利

用
率
は
、
集
成
材
の
強
度
等
級
が
高
く
な

る
ほ
ど
低
下
す
る
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
主
に
強
度
等
級
「
Ｅ
65
－

Ｆ
２
５
５
」
の
ス
ギ
集
成
材
が
製
造
さ
れ

て
い
る
中
、
今
回
の
調
査
で
は
、
約
９
割

の
ラ
ミ
ナ
が
利
用
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
Ｅ
65
－
Ｆ
２
５
５
」
よ
り
も
強
度
等
級

の
高
い
「
Ｅ
75
－
Ｆ
２
７
０
」
で
も
、
ラ

ミ
ナ
利
用
率
は
約
８
割
で
し
た
。

で
は
、
高
い
ラ
ミ
ナ
利
用
率
が
期
待
で

き
る
。

今
後
は
、
ラ
ミ
ナ
の
乾
燥
に
つ
い
て
調

査
す
る
予
定
で
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
究
部伊

藤　

慎

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

⑵　

丸
太
の
強
度
と
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布

の
関
係

図
３
に
示
す
と
お
り
、
強
度
が
低
い
丸

太
か
ら
製
材
さ
れ
た
ラ
ミ
ナ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
強

度
分
布
は
、
強
度
の
低
い
側
に
分
布
し
ま

し
た
が
、
強
度
が
高
い
丸
太
ほ
ど
、
ラ
ミ

ナ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
強
度
区
分
は
、
高
い
側
に
分

布
す
る
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

⑶　

ラ
ミ
ナ
の
利
用
率

図
４
に
集
成
材
の
強
度
等
級
と
ラ
ミ
ナ

４　

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
か
ら
次
の
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

①　

強
度
が
高
い
丸
太
か
ら
は
強
度
が
高

い
ラ
ミ
ナ
が
製
材
さ
れ
た
。

②　

今
回
得
ら
れ
た
ラ
ミ
ナ
で
は
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
定
義
さ
れ
る
６
つ
の
強
度
等
級
全

て
に
お
い
て
、
集
成
材
が
製
造
可
能
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

③　

県
内
で
主
に
製
造
さ
れ
て
い
る
集
成

材
の
強
度
等
級
「
Ｅ
65
－
Ｆ
２
５
５
」

図１　スギ大径丸太の強度分布

図２　スギラミナの強度分布

図３　丸太の強度とラミナのJAS強度分布の関係

図４　強度等級別のラミナ利用率
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